
子宮頸癌　進行期別累積生存率とKaplan-Meier 生存曲線（2003 年治療症例）

子宮体癌　進行期別累積生存率とKaplan-Meier 生存曲線（2003 年治療症例）

婦人科腫瘍委員会

委 員 長 青 木 陽 一
副委員長 青 木 大 輔

委 員 加藤 秀則，斎藤 豪，蜂須賀 徹，日浦 昌道

1．常置的事業
（1）婦人科悪性腫瘍登録業務を行い，以下の患者年報と治療年報を日産婦誌に掲載し，本会ホームページ

に公開した．
2010年度患者年報（日産婦誌64巻 3 号）
第50回治療年報：2002年治療症例（日産婦誌63巻 9 号）
第51回治療年報：2003年治療症例（日産婦誌64巻 3 号）

（2）第51回治療年報に掲載した2003年症例についての治療成績報告の中から，子宮頸癌，子宮体癌，なら
びに卵巣悪性腫瘍の進行期別累積生存率，Kaplan-Meier 生存曲線を抜粋して提示する．
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2．親委員会
（1）平成23年度事業報告，および平成24年度事業計画

について討議した．
（2）平成23年 7 月，絨毛性疾患取扱い規約第 3版を発

行した．
（3）子宮頸癌および子宮体癌取扱い規約の改訂作業を

進め，改訂第 3版を発行した．
（4）平成23年10月，全国婦人科腫瘍登録事業計画を本

会の臨床研究審査委員会に提出し，平成23年12月
17日付けで承認を得た．

（5）化学療法中のエリスロポイエチン製剤使用につい
て，日本婦人科腫瘍学会と連名で厚生労働省宛に
パブリックコメントとして提出した．

（6）FIGOからのFIGO Cancer Report への登録協力
施設の推薦依頼に対して，日産婦婦人科悪性腫瘍
登録の登録優良施設である12施設を推薦した．

3．小委員会事業
（1）婦人科悪性腫瘍登録改善に関する小委員会

委員長 斎藤 豪
委 員 青木 大輔，加藤 秀則，櫻木 範明，

蜂須賀 徹，日浦 昌道
①婦人科悪性腫瘍登録を行うとともに，子宮頸癌，子
宮体癌取扱い規約改訂に伴うオンライン登録システ
ムの変更・切り替えについて討議し完成した．
②子宮頸癌と体癌については，2012年（平成24年）1月
1日の症例より新しい登録実施要項（新進行期分類）
に沿って症例登録を行い，オンライン登録システム

の変更・切り替えに時間を要するため，登録業務は
以下のように変則的な日程とした．
1）2011年（平成23年）分報告（2011年 1 月から12月
治療患者データ）：
2011年（平成23年）1月 1日～2012年（平成24年）6
月30日．
登録内容の修正・追加は2012年 8 月31日まで

2）2012年（平成24年）分報告（2012年 1 月から12月
治療患者データ）：
2012年（平成24年）9月 1日～2013年（平成25年）6
月30日
この件に関しては，平成23年11月25日付けで，婦
人科悪性腫瘍登録参加施設に文書で周知した．
③平成14年（2002年），平成15年（2003年）治療開始の
Kaplan-Meier 法による 5年生存率を報告した．予後
の精度を上げるため，5年後の予後調査で80％以上
報告施設のみのデータを採用し解析を行った．

（2）本邦における卵巣子宮内膜症囊胞の癌化の頻度と
予防に関する小委員会
委員長 寺川 直樹
委 員 小林 浩，林 邦彦，原田 省，

百枝 幹雄
①平成19年10月から登録を開始し，倫理委員会承認済
みの施設が89施設，うち56施設が患者登録を開始
し，平成23年12月現在，約1,400名の患者登録を得て
いる．
②平成23年度の第 2回患者予後調査により，5例の卵
巣癌発生があった．
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③登録数増加のために，本会会員にパンフレットを配
布して参加施設の再募集を行った．
④平成22年 8月より，「チョコレート囊胞癌化に関する
後方視的調査」を行っている．
⑤平成23年 8月に実務担当者会議を開催し，進捗状況
と解析成績を報告し，日本エンドメトリオーシス学
会において指定発言を行った．

（3）わが国におけるHPVワクチンおよびHPV検査
のあり方検討小委員会
委員長 吉川 裕之
委 員 井上 正樹，嘉村 敏治，川名 敬，

宮城 悦子

①HPVワクチンおよびHPV検査に関する情報を収
集・評価し，わが国に最も適切なあり方について討
議した．
②平成23年 8月24日付け理事長名で厚生労働省に提出
されたHPVワクチンに関する要望書作成に関わ
り，平成24年度以降の公費助成の延長と公費助成に
平成23年度にも 4価ワクチンが使用できるように要
望した．
③予防接種推進専門協議会の委員として要望書作成に
関わり，子宮頸がんゼロプロジェクトなどの活動と
して議員セミナーで国会議員に働きかけを行った．
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